
【別紙】

　ワークショップの結果　【会場：湯口振興センター】

住み続けたいと思える花巻にするには

悪臭
・早期に悪臭問題を解決する必要があ
　る。

・1つのテーブルで悪臭問題を話し合う
場
　の創設。
・県議会議員のフル活用。

地域と温泉との連携
・温泉資源活用の問題（市民への還元よ
　りも企業優先）

・地域と温泉との連携の構築。

福祉

・高齢者の見守りが必要。
・近所でもゴミ出しに難儀している人が
　いる。
・鍋倉２区では予算が先細りで、課題に
　対応しきれない。
・支援を必要とする高齢者が増えてきて
　いる。
・独居高齢者への生きがい支援が必要。

・社協湯口支部で定めた福祉プランの着
　実な実行。
・先達を担う人材の育成。
・見守りやゴミ出し等、地域でできる対
　応の検討。
・一人一人が大切にされるように、見守
　り等ができるシステムの整備。

産業
・働く場所が少ない。企業の誘致が必要
・通勤しやすい仕事場が不足している。

・産業団地を拡充し、それぞれの地域に
　拠点化を整備。

鳥獣害 ・湯口は生活圏に熊が出没する地域。
・熊やイノシシ対策のため、デジタルに
　よる行動余地。
・アドバイザーの増員。

農業
・後継者の問題。
・スマート農業の確立。補助の増額。
・担い手が不足している。

・農業所得の安定こそが継続の力。
・中山間農業の振興策のため、貸し農園
　を整備する。
・後継者の育成。
・農業体験ツアーの企画。
・行政主導で農業講座を企画し後押しす
　る。
・雇用就農を促進する。
・生活できる範囲での所得保障の導入。

公共施設 ・施設の老朽化が顕著。　　　　 ・解体費補助の拡充。

交通手段

・免許の返納等により、移動手段に困っ
　ている人が多い。また、今の公共交通
　機関では不便だ。
・移動手段が少ない。
・市中心部への交通網の整備。
・もっと公共交通機関を充実させて、安
　心できる地域にしたい。

・交通対策の解決に向けて、地域による
　互助輸送の検討。
・自動運転車両の積極的な導入。

【テーマ】

分類 課題と感じていること どうすれば解決に向かえるか

人口減少

・人口がどんどん減ってきている。
・高校を卒業すれば転出してしまう。
・過疎化の進行。
・地域内の希薄化が進んだ。
・空家の増加。
・若い人達が行事に参加しない。

・宮沢賢治や大谷翔平等での交流人口の
　拡大。
・仲人の養成、結婚の機会をつくる。
・移住者の受け入れ体制を拡大。
・空家の賃貸や売買の促進。
・議員と話そう子どもバージョン創設。



分類 課題と感じていること どうすれば解決に向かえるか

議会改革 ・議会の情報公開を徹底して欲しい。

コミュニティ
・振興センターにコンビニを併設して欲
　しい。

・コミュニティが街づくりで地域の指導
　を担う任務を持つこと。
・地域の生活支援ができるように、コ
　ミュニティのあり方を見直す。
・コミュニティ毎に熊ハンターを育成す
　る。
・振興センターに居酒屋を併設する。

市民参画

・役所と住民が活発に意見交換できるま
　ち。
・公共施設の充実が必要（開館時間）
・各地区の意見が反映される町。

・市民サービスについて、市民自らが提
　案する機会を持つ。
・市民参画ポイントの創設。

除雪

・除雪日本一の町に。
・除雪の問題でゴミ出しに困っている人
　がいる。
・AI等の活用はできないか。

・AIを活用し道路情報を収集する。
・除雪予測システムによる自立型除雪ロ
　ボットの導入。


